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●月曜休館 （祝日の場合開館、 翌平日休館）　 

●（公財） 金津創作の森財団 事務局　TEL.73-7800　 https://sosaku.jp/  

●アンビション ( レストラン＆森の結婚式 ) 問合せ　アンビション TEL. 73-4141　

新型コロナウイルス感染症に
関する対応について

詳細は、金津創作の森ホームページから教育普及
プログラム「ワークショップ」をご覧ください。
ワークショップのお知らせ・お申し込みは

3 ～ 6 歳を対象としたワークショップを
1 ～ 3 月にかけて計 4 回開催！

■ 発熱や咳など、風邪の症状が見られる人および､体調の優れない人はご来館をお控えください。
■ マスクの着用による咳エチケットや手洗い、 消毒液による感染防止対策に、ご協力をお願いします。

せき

世界の都市を歩き回り、独自の地図を作り上げる「Diorama 
Map」で国内外から高い評価を得る西野壮平の北陸初の個展。
テレビ番組「情熱大陸」で数回に渡って富士山に登頂して撮影
した「Mountain Line  Mt. Fuji」のほか、「北陸道」をテーマに
した新作を含む、約 50 点を展示します。美術館でしか体験
できない迫力ある写真をお楽しみください。

参加者
募集中

アートドキュメント2022

1 月 28 日（土）－3 月 5 日（日）
開館時間 / 10:00 ～ 17:00( 最終入場 16:30）休館日 / 月曜日
会場 / 美術館アートコア
観覧料 / 一般 600 円 (400 円）、65 歳以上･障害者 300 円、
高校生以下･障害者の介護者（当該障害者 1 人につき 1 人）無料　

※ (   ) 内は 20 人以上の団体料金

《北陸道》2022 （部分）©Sohei Nishino

西野壮平 写真展
にし　　の　　そう　   へい

※ 都合により内容・日程に変更が生じる場合
　があります。あらかじめご了承ください。
　申し込み方法などは、当館ホームページや
　各 SNS をご覧ください。

❶ 対談
西野壮平 × 土田 ヒロミ（金津創作の森館長・写真家）
日時：1 月 28 日（土）14：00 ～ 15：30
会場：美術館 アートコア ミュージアム -2
定員：先着 70 人（全席自由）
※ 要展覧会観覧券

❷ ギャラリートーク
西野壮平による作品解説　　
日時：1 月 28 日（土）・29 日（日）
　　　各日 11：00 ～ 11：30 
会場：美術館 アートコア ミュージアム -1
※ 要展覧会観覧券

❸ ワークショップ「北陸道を再構築する」
本展では、制作した最新作 ” 北陸道” で使用されたピー
スを使って、参加者が独自の観点で写真をコラージュし
ます。参加者には西野が、旅の中で撮影してきた大量の
写真をハサミやカッターなどを使い、身体的に追体験す
るという試みになります。

日時：1 月 29 日（日）13：00 ～ 15：30
会場：美術館アートコア 研修会議室
講師：西野壮平
定員：10 人　( 要申込み・先着順） 
対象：小学生以上（小学生は保護者同伴）
※ 要展覧会観覧券 、作品は当日お持ち帰りできます。

❹ アーティストトーク
西野壮平 × 石川直樹（写真家）
日時： 2 月 12 日（日）14：00 ～ 15：30 
会場：美術館 アートコア ミュージアム -2
定員：先着 100 人（全席自由）
※ 要展覧会観覧券・整理券

関連プログラム

いしかわ なおき

整理券配布について
当日、10：00 から展覧会場・受付で観覧券をご購入いただいた
人でアーティストトークに参加を希望される人に（1 人 1 枚）
配布します。  ※ 招待券をお持ちの人も整理券が必要です。

自分のお気に入りの絵や写真を入
れる額縁を作ろう。作った額縁を
繋げるとひとつの森が現れる？！

ガラスのかけらを使って、のぞく
ときらきら光る万華鏡を作ろう。
万華鏡でのぞく冬の森はどんなふ
うに見えるなかな。

まちかど g
グラフィティ
raffiti では、広報

係が取材した “ あわらの話題 ”
をお届けします！ 
※ 新型コロナウイルス感染症防止対策を

行った上で、取材しています。

　JICA 海外協力隊として、神
か み お

尾若
わ か な

菜さんが南米のボリ
ビアに２年間派遣されます。神尾さんは、中学生時代の
国際交流事業がきっかけで、海外で活動したいとの思い
が強くなったそうです。今回は、現地で日本語や日本文
化の継承を行います。森市長の元を訪れた神尾さんは「積
極的にコミュニケーションを取って、少しでも現地の人
の役に立ちたい」と話してくれました。

日本の文化や言葉を継承
◆ 12 月 19 日（月）　市役所

　芦原温泉芸妓組合による「おさらい会」が、３年ぶり
に開催され、市内から約 40 人が会場に足を運びました。
　この日は、芸妓たちが、長唄の「都

みやこどり
鳥」や小唄振り

の「峠」、大
や ま と が く

和楽の「四季の花」、長唄「新
しんきょくうらしま

曲浦島」など、
踊りやおはやしを披露。来場者たちは、100 年以上続く
あわらの伝統芸能を楽しんでいました。

３年ぶりに開催「おさらい会」
◆ 12 月 18 日（日）　芦原温泉伝統芸能館

　福井県警が推進してい
る「防犯 CSR」に賛同し
た市商工会から、防犯活
動に役立ててほしいと、
さすまた 24 本を寄付し
ていただきました。防犯
CSR とは、犯罪の被害防
止を目的とした地域に貢献する取り組みを指します。こ
れらは、市内のこども園全てに配置します。

　市とあわら警察署が「安全で安心なまちづくりに関する
協定」の締結を行いました。この協定では、2024 年春の
北陸新幹線県内延伸に備え、お互いに連携し、事件や事故
を未然に防止することで、誰もが安全で安心して暮らすこ
とができる住みよいまちを目指しています。
　締結を終えたあわら警察署の酒井署長は「安全で安心な
市を目指すために、これまで以上にお互いが協力していか
なければならない」と話しました。
　特殊詐欺や自主防犯活動、サイバーセキュリティなどさ
まざまな情報を共有し、市民の皆さんに発信していきます。

さらなる連携と強化を目指して
◆ 12 月 16 日（金）　市役所

ご寄付ありがとうございます
◆ 12 月 22 日（木）　芦原こども園

　「あわら温泉女将の会」のメンバーによる日本酒「女
将」のお披露目会が開催されました。「女将」の酒作り
は、今年で９年目を迎え、出来は甘口・辛口ともに上々
だそうです。12月８日に初しぼりを終え、甘口1,000本、
辛口 3,000 本を製造しました。このお酒は、芦原温泉
旅館協同組合に加盟する旅館で提供・販売されます。

日本酒「女将」ご賞味あれ！
◆ 12 月 21 日（水）　芦原温泉旅館協同組合会館
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